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「
竹
内
栖
鳳
展　

近
代
日
本
画
の
巨
人
」

竹
内
栖
鳳
の
髙
島
屋
で
の
活
動

│
海
外
万
国
博
覧
会
への
染
織
作
品
に
注
目
し
て
│

廣
田
孝

   1．
は
じ
め
に

　

平
成
二
十
年
か
ら
髙
島
屋
史
料
館
の
所
蔵
品
再
調
査
が
始
ま
り
、一
八
〇
〇
枚
の
染
織
関
連
資
料

を
調
査
し
た
。
そ
の
中
か
ら
一
九
〇
〇
年
パ
リ
万
博
、
一
九
〇
四
年
セ
ン
ト
・
ル
イ
ス
万
博
出
品
の
染

織
作
品
下
絵
を
見
出
し
た
。
こ
れ
に
既
存
の
一
九
一
〇
年
日
英
博
覧
会
の
染
織
下
絵
を
加
え
て
、
三

つ
の
博
覧
会
の
主
要
作
品
を
比
較
検
討
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
本
稿
で
は
こ
れ
ら
を
取

り
上
げ
て
考
察
す
る
。
こ
れ
ら
の
染
織
下
絵
を
検
討
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
髙
島
屋
が
海
外
万
博
に

出
品
し
た
染
織
作
品
の
特
徴
を
捉
え
、
同
時
に
明
治
後
半
期
の
竹
内
栖
鳳
の
活
動
を
明
ら
か
に
し
た

い
。
従
来
看
過
さ
れ
て
き
た
栖
鳳
の
一
面
で
あ
る
。

   2．

明
治
期
の
髙
島
屋
に
つ
い
て

　

髙
島
屋
は
天
保
二（
一
八
三
一
）年
に
京
都
で
創
業
し
た
呉
服
商
で
あ
っ
た
。
明
治
九
年
頃
か
ら
外

国
人
旅
行
客
が
染
織
作
品
を
相
次
い
で
購
入
し
た
の
を
契
機
と
し
て
刺
繍
作
品
の
制
作
を
開
始
。
日

本
画
家
、
染
織
技
術
者
を
招
い
て
染
織
作
品
の
制
作
を
本
格
的
に
始
め
た
。
明
治
二
十
年
三
月
、
貿

易
部
を
開
設
。
当
時
の
髙
島
屋
は
京
都
の
繁
華
街
、
四
条
烏
丸
か
ら
南
に
下
が
っ
た
所
に
あ
り
、
東

山
三
条
付
近
に
点
在
し
た
外
人
客
用
ホ
テ
ル
か
ら
の「
お
土
産
買
物
コ
ー
ス
」に
入
っ
て
い
た
。
そ
の

後
、
海
外
の
万
国
博
覧
会
に
染
織
作
品
を
出
品
し
始
め
た﹇
表
﹈。

　

髙
島
屋
の
出
品
内
容
は
ほ
と
ん
ど
わ
か
っ
て
い
な
い
。
史
料
館
の
内
部
資
料
に
よ
る
と「
髙
島
屋
が

美
術
染
織
作
品
に
力
を
注
い
だ
時
期
は
明
治
の
十
年
代
か
ら
始
ま
り
、
海
外
万
博
で
好
評
で
あ
っ
た
こ

と
、
来
日
し
た
観
光
客
は
必
ず
お
土
産
に
購
入
し
、
皇
室
、
政
府
か
ら
外
国
の
皇
室
、
貴
族
な
ど
へ
の

贈
答
品
に
さ
れ
た
こ
と
、
ビ
ロ
ー
ド
友
禅
は
明
治
期
の
日
本
独
自
の
美
術
工
芸
品
に
な
っ
た
こ
と
。
さ
ら

に
ビ
ロ
ー
ド
友
禅
、
刺
繍
作
品
の
価
格
は
最
高
三
〇
〇
〇
│
四
〇
〇
〇
圓（
現
在
の
価
格
に
換
算
し
て
三

〇
〇
〇
万
円
│
四
〇
〇
〇
万
円
相
当
）で
あ
っ
た
こ
と
。
染
織
作
品
の
ピ
ー
ク
は
日
清
戦
争
後
か
ら
第
一
次

世
界
大
戦
の
間
の
時
期
で
あ
っ
た
が
、
人
々
の
嗜
好
の
変
化
と
人
件
費
の
高
騰
で
廃
れ
た（
要
約
）」﹇
註

1
﹈と
あ
る
。
ま
た
同
書
に
は
、
竹
内
栖
鳳
が
明
治
三
十
三
年
に
パ
リ
万
博
の
視
察
へ
出
か
け
た
折
に
、

リ
ヨ
ン
髙
島
屋
出
張
所
所
長
に
大
変
世
話
に
な
っ
た
、
と
い
う
栖
鳳
本
人
の
記
述
も
残
さ
れ
て
い
る
。

    3．
髙
島
屋
に
お
け
る
栖
鳳
の
立
場

　

栖
鳳
は
明
治
二
十
二
年
二
月
か
ら
二
十
三
年
四
月
ま
で
髙
島
屋
意
匠
部
に
勤
務
し
下
絵
を
描
い
て

い
た
。
栖
鳳
が
髙
島
屋
に
勤
務
す
る
に
至
っ
た
事
情
は
正
確
に
は
わ
か
ら
な
い
が
、
栖
鳳
の
師
・
幸
野
楳

嶺
が
髙
島
屋
・
飯
田
新
七
と
懇
意
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
楳
嶺
を
仲
介
と
し
て
下
絵
制
作
に
係
わ
っ
た
も

の
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
後
、
栖
鳳
は
髙
島
屋
の
輸
出
染
織
品
や
美
術
部
創
設
な
ど
、
髙
島
屋
の
ブ
レ
ー

ン
と
し
て
関
係
を
も
っ
て
い
た
よ
う
だ
。
こ
の
間
の
事
情
を
次
の
資
料
か
ら
読
み
取
る
こ
と
に
し
た
い
。

　

栖
鳳「
刺
繍
の
下
絵
を
描
い
た
当
時
の
想
出
」﹇
註
1
、（　

）内
は
私
註
﹈を
要
約
し
引
用
す
る
。

　

私（
栖
鳳
）と
飯
田
御
一
家
と
心
易
く
な
っ
た
の
は
、二
十
三
、四（
明
治
二
十
│
二
十
一
年
）の
画
学
生
時
代

で
あ
っ
た
。髙
島
屋
は
呉
服
商
と
同
時
に
貿
易
部
を
設
け
、西
洋
人
が
歓
ぶ
刺
繍
工
芸
に
力
を
入
れ
た
。修

学
時
代
の
私
は
髙
島
屋
の
刺
繍
の
下
絵
を
描
く
こ
と
に
よ
っ
て
学
資
の
助
け
に
な
る
と
共
に
、私
も
始
終
髙

島
屋
と
相
談
を
し
た
。髙
島
屋
は
最
高
の
貿
易
品
と
し
て
刺
繍
を
選
び
、技
巧
の
極
致
を
致
し
、日
本
独

特
の
技
術
を
誇
れ
る
よ
う
に
努
力
し
た
。あ
る
時
、私
が
東
海
道
の
岩
淵
か
ら
見
た
富
士
山
を
大
き
い
絹
地 表　髙島屋の海外万国博覧会出品・受賞記録（主要分のみ呈示）

1885年 ロンドン万国発明博覧会
1888年 バルセロナ万国博覧会 銀牌

1889年 パリ万国博覧会 金牌

1891年 ロンドン万国博覧会 賞牌

1893年 シカゴ・コロンブス博覧会 賞牌

1894年 リヨン大博覧会 金牌

1900年 パリ万国博覧会 名誉大賞

1902年 ペテルスブルグ万国博覧会 名誉大賞

1904年 パリ・サロン 三等賞牌

1904年 セント・ルイス万国博覧会 名誉大賞

1905年 ポーランド万国博覧会 金牌

1910年 日英博覧会 名誉

1915年 パナマ太平洋博覧会 大賞

1925年 パリ万国装飾美術工芸博覧会 名誉

1926年 フィラデルフィア万国博覧会 賞牌

1927年 パリ万国博覧会 名誉賞

1951年 日米貿易博覧会 大賞

開催年 博覧会名 賞

会
期
：
二
〇
一
三
年
九
月
三
日–

十
月
十
四
日　

会
場
：
美
術
館　

企
画
展
ギ
ャ
ラ
リ
ー
﹇
一
階
﹈



3

Newsletter of the National Museum of Modern Art, Tokyo [Aug.-Sep. 2013]

に
写
生
し
た（
明
治
二
十
五
年
）。そ
の
作
品
を
飯
田
新
七
さ
ん
に
見
せ
る
と
、こ
れ
は
大
層
結
構
だ
と
賞
め

ら
れ
て
、細
緻
な
刺
繍
に
着
手
し
た
。私
も
監
督
に
見
に
行
っ
た
り
し
た
が
、と
う
と
う
出
来
上
る
ま
で
三

年
か
か
っ
た
。

　

次
の
資
料
は
、
元
髙
島
屋
美
術
部
顧
問
と
い
う
肩
書
き
を
も
つ
中
西
嘉
助
の
記
述
で
あ
る
。

　
一
体
髙
島
屋
が
貿
易
の
方
を
始
め
た
起
り
と
い
う
の
は
、そ
の
頃
外
国
人
が
京
都
の
髙
島
屋
に
来
て
塩
瀬

や
縮
緬
の
帛
紗
に
興
味
を
持
ち
、そ
れ
を
し
き
り
に
買
っ
て
行
く
の
に
ヒ
ン
ト
を
得
て
、そ
れ
な
ら
こ
っ
ち
か
ら

積
極
的
に
外
国
へ
輸
出
し
よ
う
と
言
う
の
で
、刺
繍
や
友
禅
染
を
屏
風
、額
、衝
立
、壁
掛
、寢
台
掛
等
に

応
用
し
て
作
り
出
し
た
の
が
最
初
で
あ
っ
た
。と
こ
ろ
が
こ
れ
が
非
常
な
好
評
を
博
し
て
続
々
と
注
文
が
来

る
よ
う
に
な
り
、同
時
に
日
本
へ
来
た
漫
遊
客
も
土
産
に
買
っ
て
帰
る
の
で
、こ
の
貿
易
品
は
大
い
に
店
で

力
瘤
を
入
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。特
別
注
文
の
髙
級
品
や
漫
遊
客
の
買
っ
て
行
く
も
の
は
特
に
其
下
絵
を
画

家
に
お
願
い
す
る
こ
と
に
な
り
、栖
鳳
先
生
と
田
中
一
華
先
生
の
お
二
人
に
店
に
来
て
戴
く
事
に
な
っ
た
。特

に
栖
鳳
先
生
に
は
、下
絵
を
描
い
て
戴
く
ば
か
り
で
な
く
、こ
れ
ら
の
意
匠
、考
案
ま
で
も
御
相
談
の
相
手

に
な
っ
て
戴
い
て
、当
時
先
生
は
髙
島
屋
に
と
っ
て
無
く
て
は
な
ら
な
い
お
方
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

　

髙
島
屋
の
こ
の
仕
事
に
拍
車
を
か
け
た
の
は
、一
九
〇
〇
年
か
ら
一
九
一
二
年
に
亘
つ
て
の
世
界
各
地
に

於
け
る
万
国
博
覧
会
の
開
催
で
あ
っ
た
。こ
の
時
は
パ
リ
を
始
め
、シ
カ
ゴ
、セ
ン
ト
・
ル
イ
ス
、ロ
ン
ド
ン
と
引

続
い
て
万
国
博
が
開
か
れ
た
の
で
あ
る
が
、そ
の
都
度
髙
島
屋
の
出
品
物
の
目
星
し
い
も
の
は
、殆
ん
ど
先
生

の
御
厄
介
に
な
っ
た
。出
品
物
は
屏
風
を
始
め
、素
晴
ら
し
く
大
き
な
刺
繍
や
ビ
ロ
ー
ド
友
禅
の
壁
掛
等
で

あ
っ
た
が
、そ
れ
ら
は
何
れ
も
先
生
の
御
努
力
の
お
蔭
で
最
髙
賞
を
獲
得
し
、喝
釆
を
博
す
る
こ
と
が
出
来

た
の
で
あ
っ
た
。﹇
註
2
﹈

　

こ
の
記
述
は
髙
島
屋
の
社
員
の
立
場
か
ら
、
栖
鳳
と
髙
島
屋
の
関
係
を
証
言
し
て
い
る
。
こ
の
記

述
が
掲
載
さ
れ
た『
塔
影
』昭
和
十
五
年
十
一
月
号
は「
栖
鳳
喜
寿
記
念
特
輯
号
」の
た
め
、
栖
鳳
と
読

者
向
け
の
リ
ッ
プ
サ
ー
ビ
ス
を
割
り
引
い
た
と
し
て
も
、栖
鳳
が
当
時
の
主
要
な
万
博
出
品
作
品
に
関

与
し
て
い
た
こ
と
を
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
な
記
録
や
証
言
な
ど
併
せ
れ
ば
、

当
時
の
栖
鳳
と
飯
田
家
一
族
と
は
非
常
に
親
密
な
関
係
が
あ
っ
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
栖
鳳
は

万
博
出
品
作
品
の
下
絵
を
制
作
し
、
ま
た
、
い
ろ
い
ろ
な
ア
イ
デ
ア
を
提
供
し
て
い
た
よ
う
だ
。

   4．

髙
島
屋
の
海
外
万
博
出
品
作
品
の
考
察

　

一
九
〇
〇
年
パ
リ
万
博
に
は
日
本
政
府
も
力
を
い
れ
て
い
た
。
パ
リ
万
博
開
催
の
三
年
前
、
明
治

三
十
年
に
明
治
天
皇
か
ら
帝
室
技
芸
員
に
出
品
作
品
制
作
の
ご
下
命
が
あ
っ
た
。
最
終
的
に
帝
室
技

芸
員
十
三
名
、
補
わ
れ
た
人
員
十
名
の
合
計
二
十
三
名
に
そ
れ
ぞ
れ
制
作
が
命
ぜ
ら
れ
た
。
飯
田
新

七
は
帝
室
技
芸
員
で
は
な
か
っ
た
が
、
染
織
領
域
を
カ
バ
ー
す
る
た
め
に
補
わ
れ
、
友
禅
作
品
を
制
作

す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
染
織
作
品
の
制
作
に
は
時
間
が
か
か
る
の
で
ご
下
命
後
、
飯
田
新
七
は
す
ぐ
に

制
作
に
か
か
っ
た
。
明
治
三
十
一
年
の
様
子
は
次
の
通
り
で
あ
っ
た
。

　

明
治
三
十
三
年
の
仏
国
大
博
覧
会
に
出
品
す
る
月
夜
の
千
鳥
の
図
で
も
、千
鳥
は
日
本
の
画
家
が
得
意

で
あ
る
、然
し
月
夜
の
光
景
、雲
煙
の
配
色
な
ど
は
、ま
た
油
絵
画
家
が
長
所
で
あ
る
。そ
こ
で
ど
ち
ら
の

畫
家
に
も
一つ
ず
つ
描
か
せ
て
、更
に
そ
れ
を
二
三
の
考
案
家
に
見
せ
、然
る
べ
く
折
衷
調
和
さ
せ
て
之
を
製

作
品
に
上
す
。

『
京
都
日
出
新
聞
』明
治
三
十
一
年
十
二
月
十
二
日
付

　

京
都
日
出
新
聞
記
者
、
黒
田
天
外
の
取
材
に
対
し
て
飯
田
新
七
は
制
作
の
様
子
を
こ
の
よ
う
に

語
っ
た
。
背
景
を
洋
画
家
、
千
鳥
を
日
本
画
家
が
描
き
分
け
て
そ
れ
を
統
一
し
て
下
絵
に
し
た
、
と
い

う
。

　

次
に
下
絵（
縦
２
・
93
×
横
３
・
55
メ
ー
ト
ル
）﹇
図
1
﹈を
検
討
し
て
特
徴
を
考
察
し
た
い
。

　

ま
ず
本
作
は
通
常
の
染
織
品
で
は
な
い
。
ビ
ロ
ー
ド
友
禅
と
い
う
染
織
技
法
は
、
横
幅
に
相
当
す

る
針
金
を
織
り
込
ん
で
ル
ー
プ
状
に
織
っ
た
布
の
上
か
ら
図
柄
を
染
料
で
描
く（
染
め
る
）。
そ
の
後

カ
ミ
ソ
リ
で
図
柄
部
分
の
み
を
カ
ッ
ト
し
て
起
毛
さ
せ
る
。
そ
の
後
、
針
金
を
抜
く
、
と
い
う
手
順
で

制
作
す
る
。
起
毛
さ
せ
る
こ
と
で
、
そ
の
部
分
の
質
感
が
異
な
る
た
め
、
立
体
感
が
出
る
。
こ
れ
は
高

度
な
技
術
で
あ
り
、
機
の
サ
イ
ズ
そ
の
も
の
を
特
注
サ
イ
ズ
に
変
更
し
て
制
作
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
こ

れ
は
今
回
取
り
上
げ
る
三
作
品
に
共
通
す
る
技
術
上
の
特
徴
で
あ
る
。

　

図
柄
は
画
面
中
央
上
部
に
下
弦
の
月
が
出
て
、
月
光
が
雲
の
端
を
明
る
く
照
ら
し
て
い
る
。
前
景

は
海
岸
と
打
ち
寄
せ
る
波
が
あ
り
、
千
鳥
が
海
岸
か
ら
列
を
成
し
て
上
空
へ
と
舞
い
上
が
る
と
い
う

情
景
を
表
現
し
て
い
る
。
宮
内
庁
書
陵
部
資
料
に
よ
る
と
、
本
作
に
よ
っ
て
飯
田
新
七
は「
金
牌
」を

受
賞
し
、
下
絵
を
制
作
し
た
竹
内
栖
鳳
は「
協
賛
金
牌
」を
受
賞
し
た
。
栖
鳳
は
画
面
を
墨
画
で
仕
上

げ
た
の
で
あ
る
。

　

次
に
、
当
時
の『
京
都
日
出
新
聞
』「
フ
ラ
ン
ス

通
信　

フ
ラ
ン
ス
大
統
領
も
日
本
展
示
を
見
学
」

に
掲
載
さ
れ
た
パ
リ
万
博
の
様
子
を
示
し
た
い
。

　

飯
田
氏
が
出
品
し
た
友
禅
染「
磯
千
鳥
図
大

壁
掛
」は
世
界
で
第
一
人
者
の
女
優
で
あ
る
サ

ラ
・ベル
ナ
ー
ル
が
購
入
し
た
た
め
、大
変
評
判
に

な
っ
て
い
る
。サ
ラ
が
買
っ
た
事
が
知
れ
渡
っ
た
の

で
、博
覧
会
に
来
る
観
客
は
こ
の
有
名
に
な
っ
た

作
品
を
一
目
見
よ
う
と
わ
ざ
わ
ざ
日
本
部
の
会

場
に
来
る
。

『
京
都
日
出
新
聞
』明
治
三
十
三
年
八
月
十
七
日
付

図1　竹内栖鳳《波に千鳥図ビロード友禅壁掛》下絵
明治31年頃  髙島屋史料館所蔵
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サ
ラ
・
ベ
ル
ナ
ー
ル
は
当
時
、
絶
大
な
人
気
が
あ
っ
た
た
め
、
フ
ラ
ン
ス
大
統
領
も
日
本
の
展
示
会

場
に
足
を
運
ぶ
き
っ
か
け
に
な
っ
た
よ
う
だ
。
ま
た
別
の
記
事（『
京
都
日
出
新
聞
』明
治
三
十
三
年
七
月

二
十
九
日
付
）
で
は「《
波
に
千
鳥
の
大
壁
掛
》は
サ
ラ
に
購
入
さ
れ
た
た
め
大
評
判
と
な
り
、
京
都
は

も
ち
ろ
ん
日
本
の
広
告
と
い
う
べ
き
存
在
に
な
っ
た（
要
旨
）」と
記
載
さ
れ
た
。
こ
の
作
品
は
他
の
帝

室
技
芸
員
の
作
品
と
共
に
日
本
の
代
表
作
品
と
し
て
出
品
さ
れ
た
の
で
あ
る
が
、
サ
ラ
の
購
入
が
引

き
金
と
な
っ
て「
日
本
の
広
告
」と
言
わ
れ
る
ほ
ど
に
な
っ
た
。
髙
島
屋
の
知
名
度
は
作
品
と
共
に
格

段
に
上
が
っ
た
こ
と
と
思
わ
れ
る
。
栖
鳳
は『
京
都
日
出
新
聞
』の
別
記
事
に
よ
り
、
こ
の
作
品
が
パ

リ
で
有
名
に
な
っ
て
い
た
こ
と
を
出
国
前
に
知
っ
て
い
た
に
違
い
な
い
。
初
め
て
の
海
外
旅
行
、
し
か

も
自
ら
下
絵
を
作
成
し
た
作
品
が
大
好
評
で
あ
る
、
と
い
う
情
報
に
よ
っ
て
栖
鳳
は
愉
快
な
気
分
で

渡
欧
し
た
こ
と
と
思
わ
れ
る
。

　

も
う
一
点
パ
リ
万
博
出
品
作
品
が
判
明
し
て
い
る
。
髙
島
屋
の
記
録
で
は《
底
銀
地
雪
松
図
刺
繍

大
壁
掛
》と
い
う
作
品
で
、
栖
鳳
が
下
絵
を
制
作
し
た
作
品
で
あ
る
。
こ
の
写
真﹇
図
2
﹈は
パ
リ
万
博

会
場
の
展
示
風
景
で
あ
る
が
、
中
央
の
額
装
作
品
が
そ
れ
で
あ
る
。

　

次
に
セ
ン
ト
・
ル
イ
ス
万
博
の
出
品
作
品
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

　

こ
の《
宇
治
川
激
流
昼
の
景
》﹇
図
3
﹈は
縦
3
・
04
×
横
3
・
66
メ
ー
ト
ル
の
ビ
ロ
ー
ド
友
禅
の
大
作

で
あ
る
。
こ
の
下
絵
の
作
者
は
不
詳
で
あ
る
が
、
当
時
の
髙
島
屋
内
で
の
栖
鳳
の
立
場
か
ら
考
え
る

と
栖
鳳
の
意
図
を
反
映
し
て
い
る
と
み
な
し
て
問

題
な
い
。

　

画
面
右
手
前
の
松
の
大
木
は
濃
い
墨
を
使
っ
て

空
間
の
手
前
に
あ
る
こ
と
を
強
調
し
て
い
る
。
中

央
、
川
の
右
奥（
左
岸
）
に
聳
え
る
山
は
薄
い
墨
を

使
っ
て
遠
景
で
あ
る
こ
と
を
あ
ら
わ
し
て
い
る
。
つ

ま
り
は
墨
の
濃
淡
を
使
っ
て
空
間
を
表
現
し
て
い

る
。
こ
れ
は
川
の
左
側（
右
岸
）、
手
前
の
一
群
の
樹

木
が
濃
い
墨
で
描
か
れ
て
い
る
の
に
対
し
て
、
背
後

の
山
は
薄
墨
を
使
っ
て
あ
ら
わ
さ
れ
て
い
る
の
も
同

様
で
あ
る
。
こ
の
下
絵
で
も
墨
の
濃
淡
で
表
現
さ

れ
て
い
る
。

　

次
に
日
英
博
覧
会
の
出
品
作
品
に
つ
い
て
検
討

す
る
。

　

日
英
博
覧
会
の
出
品
作
品《
世
界
三
景

雪
月
花
》（
三
部
作
）
で
は
、
栖
鳳
と
春
挙
の

ビ
ロ
ー
ド
友
禅
作
品
が
現
存
し
て
い
る
。
両

者
は
共
に
墨
画
を
元
に
し
た
作
品
で
あ
る
。

　

栖
鳳
の《
ベ
ニ
ス
の
月
》（
縦
２
・
20
×
横

１
・
74
メ
ー
ト
ル
）﹇
表
紙
図
版
﹈
を
取
上
げ
て

検
討
を
加
え
た
い
。

　

ヴ
ェ
ニ
ス
は
洋
画
家
の
好
ん
で
描
く
所

で
、同
市
街
が
川
に
臨
み
、其
影
の
水
中
に

映
ず
る
所
で
寧
ろ
姿
致
を
と
る
の
で
あ
る

が
、陰
影
を
日
本
画
で
や
る
こ
と
は
極
め
て

不
利
で
あ
る
か
ら
、成
る
べ
く
之
を
避
け
、

た
だ
月
色
の
た
る
處
で
日
本
画
の
本
領
を

発
揮
し
よ
う
と
思
う
。

『
京
都
日
出
新
聞
』明
治
四
十
年
二
月
十
六
日
付

　

栖
鳳
は
こ
の
よ
う
に
下
絵
を
日
本
画
の
要
領
で
描
く
こ
と
を
語
っ
て
い
る
。
陰
影
の
表
現
は
日
本

画
の
表
現
で
は
不
利
だ
か
ら
避
け
る
、
月
色
の
澹
蕩
さ
の
表
現
を
日
本
画
の
本
領
で
発
揮
す
る
、
と

客
観
的
に
日
本
画
の
弱
点
と
強
み
と
説
明
し
て
い
る
が
、
下
絵
を
検
討
し
て
み
る
と
、
陰
影
を
始
め

画
面
全
体
を
墨
の
濃
淡
で
表
現
し
て
い
る
。
例
え
ば
S

・

M

・

サ
ル
ー
テ
寺
院
の
主
ド
ー
ム
の
右
半
分

の
月
光
に
照
ら
さ
れ
た
部
分
に
は
白
く
ハ
イ
ラ
イ
ト
を
置
い
て
い
る
。
税
関
の
建
物（
寺
院
の
前
の
建

物
）は
暗
く
闇
に
沈
ん
だ
部
分
と
、
月
光
で
明
る
く
照
ら
さ
れ
て
い
る
部
分
を
描
き
分
け
て
い
る
。
詳

細
に
見
る
と
明
暗
に
は
一
貫
性
が
な
く
、
栖
鳳
の
月
光
表
現
に
は
無
理
が
あ
る
よ
う
だ
。
ま
た
帆
船

な
ど
は
、
逆
光
を
意
識
し
て
い
る
。
栖
鳳
は
こ
の
よ
う
な
描
写
に
よ
っ
て
ぼ
ん
や
り
と
し
た
月
光
を
表

現
し
よ
う
と
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

   5．
ま
と
め

　

三
つ
の
万
博
を
通
し
て
主
力
作
品
が
大
作
の
墨
画
で
あ
っ
た
事
を
、
ど
の
よ
う
に
理
解
す
べ
き
で

あ
ろ
う
か
。

　

一
九
〇
〇
年
前
後
の
西
洋
で
は
ア
ー
ル
ヌ
ー
ヴ
ォ
ー
の
時
期
で
、
日
本
モ
ノ
は
大
変
も
て
は
や
さ
れ

た
。
こ
れ
ら
の
大
型
染
織
作
品
は
、
原
画
で
あ
る
日
本
画
を
そ
の
ま
ま
染
織
作
品
に
仕
上
げ
て
い
る

点
が
驚
異
的
で
あ
っ
た
こ
と
と
思
わ
れ
る
。

図2　『千九百年巴里萬國博覧会出品聯合協会報告』明治36年3月発行、掲載写真

図3　原画作者不詳《宇治川激流昼の景》下絵  明治36年頃  髙島屋史料館所蔵
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図4　『セントルイス進歩博覧会主要展示品』明治37年高島屋発行より
転載、刺繍作品《キング・レオ》写真

　

飯
田
新
七
の
立
場
で
考
察
し
て
み
る
と
、
パ
リ
万
博
の
作
品
制
作
時
に
は
、
日
本
の
情
緒
を
表
現

す
る
た
め
に
も
西
洋
と
日
本
を「
折
衷
調
和
」さ
せ
よ
う
、
と
い
う
考
え
方
で
あ
っ
た
。
そ
し
て《
波
に

千
鳥
図
ビ
ロ
ー
ド
友
禅
壁
掛
》は
サ
ラ
が
購
入
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
社
会
的
に
は
大
成
功
を
収
め
た
。

こ
の
事
実
か
ら
飯
田
新
七
は「
墨
画
の
作
品
を
作
れ
ば
う
ま
く
い
く
」と
い
う
よ
う
な
墨
画
に
執
着
が

あ
っ
た
か
も
知
れ
な
い
。
セ
ン
ト
・
ル
イ
ス
万
博
出
品
の《
宇
治
川
激
流
昼
の
景
》
は
、
原
画（
洋
画
作

品
）
を
日
本
画
に
翻
案
し
て
い
る
。
し
か
も
元
の
洋
画
表
現
で
は
な
く
、
墨
画
に
仕
立
て
て
い
る
点
に

意
味
が
あ
っ
た
と
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
で
は
下
絵
制
作
に
大
き
な
役
割
を
果
た
し
た
栖
鳳
は
、
墨

画
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
な
考
え
を
持
っ
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。

　

栖
鳳
は
一
九
〇
〇
年
パ
リ
万
博
視
察
の
帰
国
直
後
、
記
者
・
黒
田
天
外
の
取
材
に
対
し
て
次
の
よ

う
に
答
え
て
い
る
。

　

墨
画
は
是
非
保
存
し
た
い
と
思
う
の
で
す
。
そ
れ
で
此
方
で
墨
画
を
や
る
に
し
て
も
、
要
所
々
々
は
お
し

て
、
そ
し
て
墨
色
の
濃
淡
の
働
き
で
自
在
に
や
っ
た
ら
、
彼
地
の
ス
ケ
ッ
チ
よ
り
一
段
妙
趣
の
あ
る
も
の
に
な

る
に
ち
が
い
あ
り
ま
せ
ん
。

『
京
都
日
出
新
聞
』明
治
三
十
四
年
三
月
六
日
付

　

栖
鳳
は
色
彩
を
多
用
し
た
絵
画
を
推
進
し
た
の
で
あ
る
が
、
そ
の
立
場
に
あ
り
な
が
ら「
墨
画
は
是

非
保
存
し
た
い
」と
述
べ
て
い
る
。
栖
鳳
は
墨
画
を
日
本
の
伝
統
的
な
表
現
方
法
と
認
め
た
上
で「
墨

色
の
濃
淡
の
働
き
で
自
在
に
や
っ
た
ら
妙
趣
の
あ
る
も
の
」に
で
き
る
、
と
述
べ
て
い
る
。
ほ
ぼ
同
じ

内
容
を「
絵
画
の
将
来
」﹇
註
3
﹈の
中
で
語
っ
て
い
る
。
栖
鳳
は
こ
の
考
え
を
万
博
の
大
型
染
織
作
品

に
適
用
し
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

一
方
、
栖
鳳
が
追
求
し
た
新
し
い
日
本
画

は
、《
大
獅
子
》（
藤
田
美
術
館
蔵
）
の
よ
う
に
対

象
の
独
自
の
立
体
感
、
疎
密
表
現
を
工
夫
し

た
絵
画
で
あ
る
。
こ
れ
と
同
一
図
柄
の
染
織

作
品
が《
キ
ン
グ
・
レ
オ
》﹇
図
4
﹈
で
あ
り
、
こ

れ
は
本
画
と
同
様
に
色
彩
を
伴
っ
た
作
品
と

推
察
さ
れ
る
。

　

つ
ま
り
栖
鳳
が
追
求
し
て
い
た
新
し
い
日

本
画
を
元
に
し
た
染
織
作
品
も
出
品
さ
れ
て

い
る
し
、同
時
に
栖
鳳
が
伝
統
的
と
考
え
て
い

た
墨
画
の
大
作
も
出
品
さ
れ
た
こ
と
に
な
る
。

　

こ
の
よ
う
に
見
て
く
る
と
、
栖
鳳
が
日
英
博

覧
会
の《
ベ
ニ
ス
の
月
》を
制
作
す
る
際
に
は
意
図
的
に
墨
画
表
現
で
制
作
す
る
こ
と
を
選
択
し
た
の

で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
先
に
引
用
し
た
新
聞
記
事
と
下
絵
の
齟
齬
は
こ
の
よ
う
な
事
情
に
よ
る
も
の
と

推
察
さ
れ
る
。
栖
鳳
は
、
墨
画
で
描
く
こ
と
に
よ
っ
て
日
本
の
情
緒（「
雪
月
花
」と
い
う
日
本
の
感
性
）を

世
界
の
有
名
な
風
景
に
調
和
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
、
と
考
え
た
に
違
い
な
い
。

　

す
こ
し
視
点
を
変
え
て
考
え
て
み
た
い
。

　

こ
れ
ら
の
染
織
作
品
は
栖
鳳
一
人
の
力
で
出
来
上
が
っ
た
も
の
で
は
な
い
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
が
、

も
う
す
こ
し
広
い
枠
組
み
と
し
て
、
髙
島
屋
と
い
う「
場
」が
あ
る
。
飯
田
新
七
は
資
金
や
資
材
を
提
供

し
、栖
鳳
は
下
絵
や
ア
イ
デ
ア
を
提
供
し
た
。
そ
し
て
染
織
技
術
者
と
の
共
同
作
業
に
よ
っ
て
大
型
染
織

品
、
し
か
も
日
本
画
と
寸
分
違
わ
な
い
染
織
作
品
と
い
う
新
し
い
分
野
の
作
品
が
制
作
さ
れ
た
、
と

考
え
る
の
が
適
切
だ
ろ
う
。

（
京
都
女
子
大
学
教
授
）

註本
稿
は
平
成
二
十
四
年
五
月
、
第
六
十
五
回
美
術
史
学
会
全
国
大
会
で
の
研
究
発
表
を
基
に
書
き
直
し
た
。
ま
た
、

引
用
文
字
資
料
を
口
語
体
に
直
し
て
表
記
し
た
こ
と
を
お
断
り
し
た
い
。

1　

竹
内
栖
鳳「
刺
繍
の
下
絵
を
描
い
た
当
時
の
想
出
」『
高
島
屋
百
年
史
』昭
和
十
六
年
三
月
。

2　

中
西
嘉
助「
栖
鳳
先
生
あ
れ
こ
れ
」『
塔
影
』第
十
六
巻
第
十
一
号
、
昭
和
十
五
年
十
一
月
。

3　

竹
内
栖
鳳「
絵
画
の
将
来
」『
名
家
訪
問
録
』（
石
川
松
溪
著
）明
治
三
十
六
年
七
月
。

後
記　

近
年
、
明
治
期
の
京
都
に
お
け
る
美
術
染
織
品
の
研
究
が
盛
ん
で
あ
る
。
そ
の
中
で
、
美
術
染

織
と
絵
画
と
の
関
係
が
密
接
で
あ
る
こ
と
が
分
か
っ
て
き
た
。
そ
の
研
究
の
第
一
人
者
が
今
号
の
寄
稿
者

で
あ
る
廣
田
孝
氏
だ
。現
存
す
る
資
料
が
決
し
て
多
い
と
は
い
え
な
い
中
、廣
田
氏
は
髙
島
屋
の
所
蔵
品

を
中
心
に
、画
家
が
描
い
た
原
画
と
そ
れ
を
も
と
に
製
品
化
さ
れ
た
染
織
品
と
の
関
係
を
調
査
中
だ
。

　

今
秋
当
館
で
個
展
を
開
催
す
る
竹
内
栖
鳳（
一
八
六
四
│
一
九
四
二
）は
、
明
治
か
ら
昭
和
の
戦
中
期

に
お
い
て
京
都
の
日
本
画
を
牽
引
し
た
画
家
だ
。
従
来
、一
九
〇
〇
年
の
渡
欧
体
験
が
栖
鳳
の
画
業
に

大
き
な
変
化
を
も
た
ら
し
た
と
言
わ
れ
て
き
た
。
そ
れ
は
確
か
で
は
あ
る
が
、
彼
が
髙
島
屋
で
美
術
染
織

の
仕
事
に
か
か
わ
っ
て
い
た
こ
と
が
、
か
つ
て
栖
鳳
研
究
に
も
携
わ
っ
て
い
た
廣
田
氏
の
研
究
に
よ
り
明

か
さ
れ
つ
つ
あ
る
今
、
こ
の
こ
と
を
考
慮
に
入
れ
た
う
え
で
栖
鳳
の
画
業
を
眺
め
、
同
時
に
栖
鳳
の
渡
欧

体
験
を
踏
ま
え
て
髙
島
屋
の
美
術
染
織
製
作
の
あ
り
よ
う
を
考
え
る
こ
と
は
、
栖
鳳
研
究
、
明
治
期
の

京
都
の
美
術
染
織
品
研
究
の
双
方
に
資
す
る
も
の
と
確
信
す
る
。
（
企
画
課
主
任
研
究
員　

中
村
麗
子
）


